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「本当に始まるの？また延期では」という声が聞こえてきそうな中学校給食。

コロナ禍の影響で給食センター建設を延期し、中学校給食実施の｢サウンディ

ング型市場調査｣を経て、暫定案が議会に示されました。

開始時期は令和5年度当初、方式は上山口小学校を親校とし葉山中・南郷中3

校分を調理する親子方式か、弁当箱で配食するデリバリー方式(喫食率75％を

想定)。どちらも民間事業者が調理がします。今後、親子方式のコストをはじ

め詳細の検討を行い、令和4年度当初予算への計上を目指すとしています。

親子方式を採用した場合の対象校は、1番最初のセンター候補地だった上山

口小学校です。配送車の出入りが増え通学路に対する不安が払拭できないとし

て候補地から外れた経緯があります。また、他の3小学校は公営、上山口小学

校給食は民営となり、これまでとは全く別の問題が生じてきます。また、約17

0食分を調理している上山口小給食調理室で、増築は行なわず器具の入れ替え

だけで中学校分とあわせ1000食以上の調理となり、通学路の安全、労働環境や

食の安全等、課題は山積みです。

大型電子レンジを利用して再加熱するお弁当、デリバリー方式を採用した場

合、全員喫食は難しいとし選択制を考えています。また、現在声上げをしてい

る事業者は、衛生基準である2時間喫食が難しい場所にあるといいます。

給食センター建設までの暫定措置としながらも、最低でも5年間実施を想定。

｢サウンディング型市場調査｣では、いずれの業者からも民営化が望ましいとい

う声が出たといいますが、民間事業者の急な事業者撤

退による学校給食提供の中止という事例もあり問題で

す。学校給食の民営化が増えた中でも｢葉山町学校給食

基本構想｣で公設公営を決定した葉山町。給食センター

建設地の安全性も含め、今後も注視していきます。
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令和５年４月 中学校給食開始へ
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10月4日臨時国会がされ召集自民党の岸田文雄総裁が首相に選出されました。

政府は憲法53条による野党の臨時国会召集要求を80日間も拒否。今回の国会招

集は、野党要求に応えたものではなく、総裁の交代による首相指名のためとい

う、自民党の都合で行われたものです。こんな勝手な行動を、このまま許して

よいのでしょうか。

2015年9月の安保法制（戦争法）強行など、憲法を破壊し、立憲主義を踏

みにじる政治を進め、｢森友」｢加計」｢桜を見る会｣の問題など、政治を私物化

させた最悪の安倍・菅政治。このような自民党を中心とする古い体質の政治で

は、国民を幸福にすることはできません。

安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める市民連合の発表した｢衆議院総選

挙における野党共通政策提言」に、野党4党(社民党、日本共産党、立憲民主党、

れいわ新選組)が合意し、さらにこの共通政策実現のため、日本共産党の志位

和夫委員長と立憲民主党の枝野幸男代表が、総選挙とその後の｢新政権｣におい

て協力することで合意しました。

長期にわたる腐敗した自民党政治によって、様々な思惑や利権がらみの国民

不在の政治が当たり前となっている中で、｢新政権」での日本共産党の閣外協

力について｢日本の政治が変わればいい｣｢大臣のポストがほしくてやっている

わけではない」という志位和夫委員長のまっとうな発言を、メディアはどう受

け止め報道したでしょうか。いよいよ総選挙です。腐りきった古い政治を断ち、

市民と野党による新しい政治に変えるには、明るい未来を開くための一人ひと

りの自覚と行動が求められています。

政権交代で明るい未来に

＊福祉文化会館での集団接種は11月13日で終了。今後は個別医療機関での接種

となります。予約方法は従来通り(コールセンター・予約システム)

＊令和4年開始予定の3回目の追加接種は調整中。

葉山町のワクチン接種について (10月4日記者発表抜粋）




